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宇
宙
生
理
学
入
門
⑤ 

「
や
り
方
」
か
ら
「
あ
り
方
」
へ 

 

「
や
り
方
」
と
「
あ
り
方
」
の
違
い 

 

本
屋
さ
ん
に
行
く
と
、「
～
術
」や「
～
法
」と
名
の
付
く
ハ
ウ

ツ
ウ
本
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

に
お
い
て
も「
食
事
法
」の
本
が
た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
て
、

食
べ
方
、
料
理
法
、
健
康
法
、
手
当
て
法
な
ど
の
生
活
術
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
は
、
こ
う
し
た
本
に
よ
っ
て「
や

り
方
」を
学
び
、
そ
れ
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
時
々
、
や
り
方
が
正
し
く
て
も
効
果
が
上
が
ら

な
い
と
か
、
か
え
っ
て
悪
く
な
っ
た
と
い
う
人
が
い
ま
す
。 

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ

は
ど
ん
な
意
識
で
取
り
組
ん
だ
か
と
い
う「
あ
り
方
」に
問
題

が
あ
る
か
ら
で
す
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
例
に
と
る
な
ら
、

甘
い
も
の
や
動
物
性
食
品
を
控
え
、
玄
米
菜
食
に
切
り
替
え
て

少
食
に
し
、
よ
く
噛
む
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
体
調
が
良
く
な
ら
な
い
と
い
う
人
が
い
ま
す
。 

 分
離
意
識
が
も
た
ら
す
影
響 

こ
れ
ら
の
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
無
理
し
て
」、「
が
ま

ん
し
て
」、「
仕
方
な
く
」、「
嫌
々
」食
べ
て
い
る
人
が
多
こ
と
で

す
。
本
当
に
食
べ
た
い
も
の
を「
我
慢
」し
て
、
体
に
良
い
と
言

わ
れ
る
も
の
を「
～
ね
ば
な
ら
な
い
」、「
～
す
べ
き
だ
」と
い

う
義
務
感
で
食
べ
て
い
る
限
り
、
決
し
て
良
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
意
識
が
義
務
感
の
よ
う
な
分
離
側

に
あ
る
時
は
、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
す
る
と
い
う
の
が
宇

宙
の
法
則
だ
か
ら
で
す
。 

意
識
が
分
離
の
方
向
を
向
い
て
い
る
時
に
は
創
造
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
湧
か
ず
、
生
命
の
泉
に
栓
を
し
た
よ
う
な
状
態
に
な
り
、 

      

免
疫
力
や
自
然
治
癒
力
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
夢
や
希
望
、

ト
キ
メ
キ
が
わ
か
ず
、
幸
せ
感
や
満
足
感
が
な
い
、
生
き
る
目

的
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
活
力
の
低
下
が
起
こ
り
、

う
つ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
人
も
出
て
き
ま
す
。 

分
離
意
識
に
は
義
務
感
の
他
に
、
不
安
や
心
配
、
恐
怖
、
猜

疑
心
、
疑
心
暗
鬼
、
怒
り
、
恨
み
、
憎
し
み
、
妬
み
、
執
着
、
嫉

妬
、
傲
慢
、
競
争
意
識
、
損
得
勘
定
、
依
存
心
、
嫌
悪
感
、
罪
悪

感
、
否
定
、
孤
独
、
自
責
の
念
、
犠
牲
者
意
識
、
劣
等
感
、
逃
避
、

保
留
、
所
有
、
要
求
、
管
理
、
監
視
、
支
配
、
闘
争
、
分
断
、
差
別
、

偏
見
、
批
判
、
独
断
、
独
裁
、
対
立
、
焦
り
、
欠
乏
な
ど
が
あ
り

ま
す
。 

 

意
識
の
持
ち
方
で
結
果
が
変
わ
っ
て
く
る 

 

例
え
ば
、
が
ん
患
者
の
多
く
が
、「
が
ん
と
闘
う
」と
い
う
姿

勢
で
治
療
に
向
か
う
方
が
多
い
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
分
離
意

識
で
い
る
だ
け
で
免
疫
力
は
落
ち
て
い
き
、
生
命
を
縮
め
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
も
、
過
剰
な
恐

怖
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
、
か
え
っ
て
感
染
す
る
リ
ス
ク
が

増
し
ま
す
。
ま
た
、「
お
金
が
な
い
」、「
仕
事
が
な
い
」、「
能
力

が
な
い
」な
ど
と
い
っ
た
欠
乏
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
創
造
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
枯
れ
て
い
く
た
め
、
さ
ら
に
足
り
な
い

状
態
が
現
実
化
し
て
い
き
す
。 

一
方
、
が
ん
か
ら
生
還
し
た
方
に
共
通
す
る
の
は
、「
が
ん

の
お
か
げ
で
人
生
が
変
わ
っ
た
！
」と
い
う
が
ん
へ
の
感
謝
で

す
。
が
ん
と
敵
対
せ
ず
、
が
ん
を
受
け
入
れ
、
感
謝
で
き
る
意

識
レ
ベ
ル
に
至
っ
た
人
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
金
が
不
足

し
て
い
る
人
で
も
、
日

「々
足
り
て
い
る
」、「
お
金
は
必
要
に
応

じ
て
降
り
て
く
る
」と
楽
観
的
に
考
え
る
ク
セ
を
持
ち
、

日
々
、
充
足
感
と
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
持
つ
よ
う

に
す
る
と
、
お
金
の
不
足
が
な
く
な
り
ま
す
。
自
分
自
身
に
対

し
て
も
、
自
己
評
価
力
（自
分
を
ほ
め
る
、
自
分
に
感
謝
す
る
、

自
分
を
信
頼
す
る
）を
上
げ
る
こ
と
で
、
潜
在
能
力
が
開
花
し

て
い
き
ま
す
。 

玄
米
菜
食
も「
嬉
し
く
」、「
楽
し
く
」、「
あ
り
が
た
く
」、

「
幸
せ
」と
い
う
意
識
で
実
践
し
て
い
る
人
は
、
劇
的
に
不
調
が

改
善
す
る
例
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
心
的
態
度
を
統
合

意
識
と
い
い
ま
す
。
心
的
態
度
が
統
合
側
を
向
い
て
い
る
時
に

は
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
ま
り
、
創
造
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満
た
さ

れ
、
免
疫
力
が
上
が
り
ま
す
。
生
き
る
希
望
や
夢
が
蘇
り
、
ト

キ
メ
キ
、
ウ
キ
ウ
キ
感
や
感
動
が
増
し
ま
す
。 

 

統
合
意
識
が
も
た
ら
す
影
響 

 

統
合
意
識
に
は
上
記
の
他
に
、
受
容
性
、
寛
容
性
、
柔
軟
性
、

共
感
力
、
信
頼
、
満
足
感
、
足
る
を
知
る
、
感
謝
、
感
動
、
安

心
、
謙
虚
さ
、
融
通
性
、
許
容
性
、
認
め
る
、
賞
賛
す
る
、
赦

す
、
水
に
流
す
、
ゆ
ず
る
、
手
放
す
、
ゆ
だ
ね
る
、
解
き
放
つ
、

開
放
す
る
、
つ
な
が
り
、
き
ず
な
、
一
体
感
、
結
び
つ
き
、
優
し

さ
、
思
い
や
り
、
お
も
て
な
し
の
心
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
、
ユ
ー
モ

ア
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
行
動
力
、
決
断
力
、
積
極
性
、
献
身

性
、
聞
く
耳
を
持
つ
、
ふ
れ
あ
い
、
寄
り
添
う
、
素
直
さ
、
正

直
、
笑
顔
、
調
和
、
平
和
、
ワ
ン
ネ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

意
識
が
分
離
側
に
向
い
て
い
る
と
き
に
湧
き
上
が
る
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー
（フ
ォ
ー
ス
）を
エ
ゴ
と
い
い
、
意
識
が
統
合

側
に
あ
る
と
き
に
湧
き
上
が
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
パ
ワ
ー
の
こ
と

を
愛
と
い
い
ま
す
。
分
離
意
識
の
エ
ゴ
は
反
発
力
を
生
じ
ま
す

が
、
統
合
意
識
の
愛
は
人
を
引
き
寄
せ
る
魅
力
を
生
み
出
し

ま
す
。 

ぜ
ひ
、
お
料
理
や
食
事
、
お
手
当
て
、
健
康
法
も
、
意
識
の

在
り
方
を
統
合
側
で
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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胃腸を冷やさずに涼を味わう 

夏は冷房で体が冷えたり、冷たいものの食べ過ぎで胃腸が弱りやすくなります。そこでおすすめなのが、

葛です。葛の発汗作用が血流がよくしてくれるので、冷えを改善したり、胃腸の働きを助けてくれます。

また、葛にはイソフラボンが大豆の 5～10 倍も含まれているうえ、抗酸化力をもつサポニンも含まれてい

るので、ダイエットや老化、生活習慣病の予防におすすめです。 

 

 

 

廣久本葛（固形） 

原材料：葛（九州産） 

内容量：80ｇ 

販売価格：1,080 円（税込） 

廣久本葛（固形） 

原材料：葛（九州産） 

内容量：250ｇ 

販売価格：3,024 円（税込） 

久助葛（粉末） 

原材料：葛（九州産） 

内容量：60ｇ 

販売価格：1,080 円（税込） 

梅肉エキスゼリー 
材料 

 
葛粉 25ｇ           （シロップ） 

水 300cc            米飴 大さじ３ 

梅肉エキス  耳かき 3 杯くらい   水  大さじ３ 

                             塩  ひとつまみ 
  
   ①鍋に水と葛粉を入れよく溶かし、混ぜながら火にかける。 

  ②葛に透明感が出てモロモロに固まってきたら、 

梅肉エキスを加え 5 分ほど練り、水でぬらした器に入れる。 

  ③小鍋に米飴、水、塩を入れ火にかけ煮溶かす。 

④②に③をかける。 

 
 

 

引用元：季節のやさいレシピ帖  

角屋敷まり子  

（南方新社） 

本葛きり 

原材料：葛（九州産） 

内容量：70ｇ 

販売価格：1,008 円（税込） 

なめらかでしこしことした触感の良さは暑さで食欲
が落ちたときにぴったり。黒蜜やめんつゆ、酢醤油で
食べるのがおすすめ！ 

使いやすいパウダータイプ 
お料理のとろみ付けやお菓子作りに大活躍！ 
天日乾燥で固めたものを石うすで丁寧に引いて
使いやすくしました。 

ブロックタイプ 
お料理のとろみ付けやお菓子作りに大活躍！ 
大きなかたまりは、天日乾燥の証！ 

本葛のちょっと変わった使い方！ 
 
久助本葛（粉末タイプ）を、おしろい代わりに。 
 
（実際に使ったお客様の感想） 

・ニキビやあせもの炎症が治まりました。 

・粒子が細かいので、白浮きせず、すっと肌になじむ感じがしました。 

・余分な皮脂は吸収しつつ、乾燥を防いでくれます。 

＊あくまでも個人の感想です。 

  

廣久葛本舗の本葛の特徴 

100kg の葛の根から葛粉はわずか 7kg、まさに純白の金！ 

混ぜ物なし！国産（九州産）100％の本葛 

石灰や硫酸や漂白剤などの化学薬品を使わない昔ながらの伝統製法 

葛根の収穫から製品になるまで、1 年の歳月をかけて作られています。 

 

 

葛の主な有効成分 
 
サポニン 
 ・肝臓の働きをよくする 
 ・血流の改善 
・脂肪の吸収を抑制 

 
イソフラボン（ダイゼイン・プエラリン） 
 ・ホルモンの働きを高める 
 ・血管を拡張させる 
 ・自律神経を整える 
・抗酸化作用 

 

疲労回復や食欲不振

におすすめの梅肉エ

キスと整腸作用と保

温作用を持つ葛で夏

バテ知らず！ 


